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通常学級教員が生徒指導の難しさを感じる特別な教育的支援を必要とする児童生徒の特徴に関する研究（渡邉）

〔研究ノート〕

通常学級教員が生徒指導の難しさを感じる特別な
教育的支援を必要とする児童生徒の特徴に関する研究

渡邉　雅俊

【要旨】
  本研究は、通常学級教員が生徒指導の難しさを感じる特別な教育的支援を必要とする児童生徒

（SEN児）の特徴について、主たる困難とその内容を検討した。小・中学校の通常学級教員のう
ちSEN児の担任経験者を対象とした調査から、思春期（小学校5年生～中学校3年生）では、「心理」
に関わる困難を抱えている児童生徒が児童期に比べて多い傾向が見られた。テキストマイニング
による自由記述の分析の結果、児童期は「学習能力・態度に対する指導の難しさ」と「行動・コ
ミュニケーションに対する指導の難しさ」といった内容が見出された。他方、思春期では「家庭
生活に対する指導の難しさ」「学校生活に対する指導の難しさ」、「対人関係に対する難しさ」といっ
た内容が抽出された。
【キーワード】
　　生徒指導, 特別な教育的支援を必要とする児童生徒, テキストマイニング

はじめに
　平成19（2007）年4月に改正学校教育法が施行され、小・中学校の通常学級においても、発達
障害のある児童生徒を対象とした特別支援教育が明確に位置付けられて久しい。その発達障害を
中心とする特別な教育的支援を必要とする児童生徒（以下, SEN児：students with special 
educational needs）１）が、通常学級に6.5%ほど在籍すると推定されている（文部科学省, 2012）。
通常学級教員の多くも、そのような子どもが増加していると実感している（例えば, 関口, 
2010）。最近の文部科学省（2016）によれば、特別支援教育コーディネーターの配置、校内委員
会の設置、個別の教育支援・指導計画書の作成、教職員研修などの実施率が向上し、特別支援教
育制度が着実に推進されているとの報告がある。
　しかしながら、教員側の捉え方には相違が見られる。数多くの研究において、通常学級教員が、
SEN児の対応に苦慮している現状が明らかにされている（レビューとして, 別府, 2013 ; 大山・金
井, 2015）。主な背景として、特別支援教育の捉え方や取り組みに教員間の差異が見られ、SEN児
対応の要である連携や信頼関係を形成し難い状況にあることが指摘されている（米沢・岡本・林,      
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2011）。また、最近では教員のニーズが単なる障害理解から実践的指導技術に変容していること
が示唆され、それに研修内容が十分に応じていないといった点も指摘されている（藤瀬, 2014 ; 
臼井・高木, 2012 ; 八木, 2014）。
　以上のように、体制整備に関する課題が浮き彫りになっている一方、教育実践の中心的位置に
ある生徒指導に関する知見が、ほとんど示されていない。生徒指導は「一人一人の児童生徒の人
格を尊重し，個性の伸長を図りながら，社会的資質や行動力を高めることを目指して行われる教
育活動のこと」と定義されている（文部科学省, 2010）。深刻な発達的問題を抱えるSEN児にとっ
て、担任教員の生徒指導の考え方や実践力は重要である。例えば、中井（2006）は、中学生の教
員に対する信頼感にソーシャル・サポートの認知が影響することを明らかにした。つまり、生徒
が教員に対して「あなたが落ち込んでいると、元気づけてくれる」「一人ではできそうにない課
題があったときは、快く手伝ってくれる」「あなたが学校での人間関係に悩んでいると知ったら、
いろいろと解決方法をアドバイスしてくれる」２）等のような働きかけを行ってくれると捉えてい
るほど、信頼感を高めるのである。このようなソーシャル・サポートは、教員による生徒指導の
範疇において実践されるものであろう。従って、生徒指導の内容を明らかにすることは、教員と
SEN児との関係性の現状と課題を検討するうえで重要な知見になり得る。
　SEN児を含めた児童生徒全体における生徒指導は、次のように概括できる。小・中学校、高等
学校の全ての学校種において、教員のストレス要因の第一位が、生徒指導に関する悩みや不安で
ある（文部科学省, 2013）。多くの教員は、生徒指導を個別に行うことに対し、忙しさや負担を感
じており（文部科学省, 2006）、近年、それに費やされる時間が漸次的に長くなっている（青木・
神林, 2013）。特に小学校教員よりも中学校教員のほうが、生徒指導における困難を抱える傾向が
ある（三沢, 2011 ; 内田・井上, 2007）。長谷（2014）は、中学校教員のバーンアウトを防ぐため
には、生徒指導上の危機に対するサポートが必要だと指摘している。小学校教員も不登校やいじ
め、児童間暴力の生徒指導における難しさを感じているが、そのような要援助児童と関わること
が自己成長の機会であると前向きに捉える傾向があることが報告されている（山崎, 2017）。
　SEN児に焦点を置いた生徒指導に関して、国立教育施策研究所（2015）が、発達障害等のラベ
ルを貼って他の児童生徒と切り分ける問題対応型の発想について注意を喚起し、他児より「つま
ずきやすい児童生徒」という理解が大切であると指摘している。そして、そのような「つまずき
やすさ」に対して、個に即した助言や支援を行う、取り出し授業や補習授業を行う等の「個別支
援」と「つまずきやすい児童生徒」だけでなく、 全ての児童生徒が互いの特性等を理解し合い、
助け合って共に伸びていこうとする集団づくりを進める、分かりやすい授業づくりを進める等の

「集団指導」とのバランスを取りつつ、生徒指導を進めていくことを推奨している。また、生徒
指導の基本書である「生徒指導提要」を検討した齋藤・池田（2016）によれば、発達障害のある
児童生徒については、「児童期における発達障害」「思春期における発達障害」「問題行動と発達
障害」「発達に関する課題と対応」の項で扱われていると解説している。そして、特に実態把握
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やアセスメントの重要性を指摘し、発達障害の特性の多くは、他児にも多く見られるため、本人
の努力不足や環境の影響という誤った理解がなされてしまう危険性を防ぐことができると考察し
ている。生徒指導における現状に関しては、不登校の小・中学生のなかで、SEN児の占める割合
は20.2%、非行行為の中学生になると30.7%を占め、児童生徒全体の在籍率6.5%を大きく上回って
いる可能性が指摘されている（原田ら, 2012 ; 原田・松浦, 2010）。これらの知見は、SEN児が生
徒指導上の重大な問題を抱えやすいことを示唆するものであろう。
　上述した知見は、SEN児に対する生徒指導の骨子や概況に関するものであり、その内実までに
踏み込んだものではない。教員が生徒指導の視点からSEN児をどのように捉えているかについて
分析することで、生徒指導の教育実践における実態とその課題が明示できると考える。そこで、本
研究では、通常学級教員が生徒指導の難しさを感じる問題とその内容について、発達期（児童期・思
春期）による相違に焦点を置いて検討する。思春期以降の多くのSEN児は、自己肯定感の低下から
生き難さを認識し、それに起因する精神や行動の多様な困難が顕在化する時期である（金生, 2015）。
このことは、彼らを担任する教員が感じる生徒指導の難しさにも影響を及ぼすのではないだろう
か。従って、SEN児の生徒指導の難しさの特徴は、児童期と思春期では変容が見られると予測する。

方　法
１.対象者と手続き
　著者が担当したY県の教員対象の研修会において、SEN児の定義１）や現状を解説した後、全参
加者147名に対して調査用紙を配布した。回答時間は、15～20分程度であった。最終的な調査対
象者となったのは、調査用紙の質問項目に「生徒指導の難しさを感じるSEN児の担任経験がある」
と答えた公立小学校と中学校の通常学級教員108名（小学校教員88名, 中学校教員20名）であった。
内訳は、女性61名、男性47名であり、教職経験は1～5年21名、6～10年27名、11～15年30名、16
～20年9名、20年以上21名であった。なお、本研究では、全参加者を母集団とした分析は行わな
い（例えば, 「生徒指導の難しさを感じるSEN児の担任経験者の割合」等）。この理由は、著者の
担当した研修が特別支援教育の専門的技能に関わる内容であり、参加した教員の多くは、SEN児
の教育実践に関心を有する者で占められ、教員の母集団としては、経験やスキル等に偏りがある
と推定されるからである。
２.調査項目
（1）生徒指導の難しさを感じるSEN児の全体的特徴
　生徒指導の難しさを感じたSEN児１名（複数名を担任した場合は最も難しいと感じた１名）に
ついて、性別、学年、障害の診断の有無の他に、主な困難を「学習」「対人関係」「行動」「心理」

「保護者」のなかから選択して貰った（複数選択可）。
（2）生徒指導の難しさの内容
　当該SEN児に対する生徒指導の難しさの内容について具体的に記述してくださいと尋ねた（自
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由記述）。
３.研究倫理上の配慮
著者は、調査開始前に、調査の回答は任意であることと調査の目的、調査結果の取り扱い、回答
内容における個人情報の保護について説明した。加えて、調査用紙には回答欄を設け、説明に対
して承諾の意思を確認された参加者を調査対象者とした。

結果と考察
　対象者が「生徒指導の難しさを感じるSEN児」として選定した児童生徒108名の内訳は、男子
85名、女子23名であった。学年は小学１年生12名、２年生22名、３年生11名、４年生7名、５年
生18名、３年生18名、中学１年生６名、２年生７名、３年生７名であった。本研究では、発達期
による相違を検討するために、児童期を小学１年生から小学４年生までと見なした（児童期, 52
名）。思春期は小学５年生から中学３年生までとした（思春期, 56名）。このうち、障害の診断の
有る者は、児童期16名（30.7%）、思春期33名（58.9%）であった。なお、この発達期の区分は、
笠井（2015）による「思春期が10歳前後から始まる急激なホルモン変化による心身への影響を特
徴とする時期」という定義に基づいている。
１.生徒指導の難しさを感じるSEN児の主な困難
　Table1に、通常学級教員が生徒指導の難しさを感じるSEN児における主な困難毎の該当数と
その割合（複数回答可）を発達期別に整理した。児童期を見ると「学習」20名（38.4%）、「対人
関係」24（46.1%）、「行動」26（50.0%）、「心理」10（19.2%）、「保護者」7（13.4%）であった。
思春期では「学習」19（33.9%）、「対人関係」25（44.6%）、「行動」21（37.5%）、「心理」31（55.3%）、

「保護者」6（10.7%）であった。思春期のSEN児において「心理」に関わる困難を抱えている者が、
児童期に比べて多い傾向が見られた。このことは、通常学級教員がSEN児の思春期における「心
理」的問題に対する生徒指導に難しさを感じている現状を示唆するものであろう。

 

２.生徒指導の難しさの特徴
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SNE児数 学  習 対人関係 行  動 心  理 保護者

児童期
1） 52 20（38.4） 24（46.1） 26（50.0） 10（19.2） 7（13.4）

思春期
2） 56 19（33.9） 25（44.6） 21（37.5） 31（55.3） 6（10.7）

1）小学1年生から小学4年生

2）小学5年生から中学3年生

Table 1 　通常学級教員が生徒指導の難しさを感じるSEN児の主な困難毎の
              該当数とその割合（複数回答可）
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2004 ; 樋口, 2014）を用いた。初めに、生徒指導の難しさについて自由記述から簡明に特徴づけ
ることを目的として前処理を行った。自由記述から抽出された語のうち、一般的に用いる語や明
らかに生徒指導の難しさの内容とは、直接的に関係ないと考えられる語（e.g., とても, 何となく, 
例えば, ある程度, 思う）を除外した。この一方、KH Coderで抜き出さない語（e.g., 自己肯定, 
自尊感情, 保護者）については、それらを強制的に抽出するように設定した。また、同義語・類
義語は、可能な限りコーディングによって統一した（e.g.,「友人」「仲間」「友だち」「友達」＝「友
達」, 「勉強」「学習」＝「学習」）このような処理を施したところ、対象となった文章数は児童期
222、思春期228が確認された。総抽出語数（総異なり語数）は児童期1,204（425）、思春期1,396（468）
となった。
（1）生徒指導の難しさの抽出特徴語における出現人数（割合）
　本研究では、生徒指導の難しさを特徴づける抽出語（以下, 抽出特徴語）を各発達期のSEN児
の総人数のうち１割以上に出現した語と定めた。その結果、児童期は33語、思春期では32語が見
出された。児童期の抽出特徴語において、特に出現人数（割合）が多かった（２割以上）語は、

「集団20名（38.4%）」「落ち着く18名（34.6%）」「学習17名（32.6%）」「多い16名（30.7%）」「理解
14名（26.9%）」「苦手12名（23.0%）」「指示11名（21.1%）」等であった。他方、思春期では「不安
定24名（42.8%）」「自信23（41.0%）」「低い23名（41.0%）」「多い17名（30.3%）」「学習14名（25.0%）」

「友達14名（25.0%）」「気持ち12名（21.4%）」「保護者12名（21.4%）」等であることが分かった。
（2）抽出特徴語の出現パターンからみた生徒指導の難しさの特徴
　発達期別に階層的クラスター分析（Ward法, Jaccard距離）を行い、抽出特徴語の出現パター
ンが近似するもの同士を組み合わせた類型化を試みた。これらの類型から、児童期と思春期毎の
生徒指導の難しさについて考察する。
１）児童期：児童期は６個のクラスター（Figure1）に分類された（括弧下線が抽出特徴語）。
　クラスター１は、「苦手」「問題」「個別」「授業」「集中」の語が分類された。実際の自由記述
では【「苦手」な国語の時間になると、「授業」に「集中」できない（小学２年生男子）】【行動上
の「問題」が気になり、「個別」に指導してはいるのですが、なかなかうまくいきません（小学
３年生男子）】等が見られた。
　クラスター２は、授業中に「分かる（らない）」「多い」「認知」「覚える（られない）」「低い」「学
習」「見る」「動機」といった語がまとまった。ここでは、【「見る」力が弱くて、「覚える」こと
ができない。最近では、「学習」への「動機」も「低く」なっている（小学４年生男子）】【授業で

「分からない」ことが「多い」ので、「認知」の発達に遅れがあるようです（小学２年生男子）】
といった記述が示されていた。
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　クラスター３は、「遅れ」「言葉」「目立つ」「聞く（かない）」「態度」「反抗」「方法」「定着」
等の語の集まりとなった。自由記述を見ると、【「言葉」の「遅れ」が「目立ち」、話を理解でき
るがコミュニケーションが苦手（小学１年生女子）】【「反抗」的な「態度」で、教員の話を「聞
かない」。いろいろな「方法」を試みるが、良くなったり、悪くなったりで「定着」しない（小
学4年生男子）】といった内容が記されていた。
　クラスター４は、「自分勝手」「自己中心」「気持ち」「友達」「乱暴」「トラブル」「関係」等の
語が分類された。実際の内容は、【他者の怒りを買うような「自分勝手」「自己中心的」なふるい
まいが多く、「友達」に「乱暴」する（小学3年生男子）】【相手の「気持ち」を理解できないので、
喧嘩やいざこざといった対人「関係」の「トラブル」が絶えない（小学２年生男子）】という記
述が見られた。
　クラスター５では、「感情」「騒ぐ」「自分」「行動」といった語が集まった。自由記述では【泣
いたり、暴れたり、「騒ぐ」ことが日常的にあり、「感情」を抑えることができない（小学4年生
男子）】【「自分」の思いと違うことが起きると、泣いてわめき散らす「行動」が止められない（小
学1年生男子）】という内容が記されていた。
　クラスター６は、「指示」「従う（わない）」「理解」「落ち着く（かない）」「集団」「活動」等の
語が分類された。自由記述の内容は【「指示」に「従わない」し、話が「理解」できていない（小
学1年生女子）】【「集団」での「活動」になると、さらに「落ち着かない」、少し目を離すとどこ
かへ行ってしまう（小学２年生男子）】等の記述が見られた。
　以上のクラスター分析の結果を検討すると、通常学級教員から捉えた小学1年生から4年生まで
の児童期における「生徒指導の難しさを感じる児童生徒の特徴」は、クラスター1と2の「学習能
力・態度に対する指導の難しさ」と、クラスター3と4、5、6による「行動・コミュニケーション
に対する指導の難しさ」に集約できると考える。「学習能力・態度に対する指導の難しさ」は、
SEN児が示す学習の基盤である認知発達における遅れや偏りに応じた指導や、授業への集中力や
遂行の安定性、動機づけを維持する指導の難しさをといった内容である。また、「行動・コミュ
ニケーションに対する指導の難しさ」は、教員が指導の際に、仲間関係や集団活動において自己
中心性や攻撃性を抑制することや、他者理解や指示理解を促すことが難しいとする内容である。
　2）思春期：思春期は6個のクラスター（Figure2）が見出された（括弧下線が抽出特徴語）。
クラスター１は、「登校」「問題」「保護者」「家庭」「協力」「生活」「精神」等の語が分類された。
自由記述の内容は、【「登校」渋りがあり、些細なことで傷つきやすいという心の弱さの「問題」
を抱えている（中学2年生男子）】【「保護者」のネグレクト傾向で、「精神」的に不安定で「生活」
リズムも悪くなる一方だが、「家庭」不和に「協力」を求めることができない（中学１年生男子）】
といった内容が記されていた。
　クラスター２は、「自己肯定」「低い」「動機」「成績」「学習」といった語が集まった。自由記述では、

【気持ちの不安定やうつ、不安の強さ、「自己肯定」感の「低さ」、自尊感情の低さ、などの特徴
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を持つ生徒である（中学３年生女子）】【学習の動機が低く、やればできると思うのですが、成績
は低空飛行の状態です（小学６年生男子）】といった内容が記されていた。
　クラスター３は、「苦手」「課題」「多い」「自信」「自尊感情」「行動」「強い」等の語が分類さ
れた。自由記述を見ると、【運動が「苦手」、学習成績も低い、基本的習慣が身についていない、
と「課題」が「多過ぎ」る。周りに比べて不得意が多いので、「自尊感情」が低い（小学５年生
男子）】【こだわりが「強く」、思い通りにならないと暴言や攻撃的「行動」を見せてしまうこと、
などに対して、自分で反省できるので、その度に「自信」を失う（中学1年生男子）】
等が記されていた。
　クラスター４は、「計画」「個別」「時間」等の語がまとまった。【不安定な生徒に対しては、集
団での指導には限界があり、「個別」で「時間」をとって指導する必要があるが、どのように計
画すればよいか分からない（中学３年生男子）】といった記述が示されていた。
　クラスター５は、「友達」「自分」「キレ」「イライラ」「気持ち」「不安定」「原因」といった語
が分類された。教員の自分記述には【感情をうまく抑えることが苦手なようで、カーッとなると、
つい「友達」が傷つくこと言ってしまい、罪悪感で「自分」を苦しめるという特徴があります（中
学３年生女子）】【「イライラ」、「キレるという特徴があり、「気持ち」が「不安定」なのが「原因」
になっている。時間をつくって、個別で話し合いをしながら、どうにか安定させている状態（小
学５年生）】といった内容が記されていた。
　クラスター６では、「「トラブル」関係」「目立つ」「感情」「コントロール」等の集まりとなった。

【異性「関係」や友達との「トラブル」が多く、クラスに馴染めず、距離を置かれている状態（中
学２年生女子）】【心の問題が「目立つ」子どもで、「感情」の「コントロール」がうまくできず、
イライラしたり、落ち込んだりの波が激しく、保健室と教室を行ったり来たりしている（小学6
年生女子）】
　以上から、小学５年生から中学3年生までの思春期では、クラスター１の「家庭生活に対する
指導の難しさ」とクラスター２と３の「学校生活に対する指導の難しさ」、クラスター4と5、6に
よる「対人関係に対する指導の難しさ」として整理できるだろう。「家庭生活に対する指導の難
しさ」は、精神的不安定さや不登校の背景にある生活リズムの乱れへの指導や問題のある保護者
への対応の難しさを見出すことができる。「学校生活に対する指導の難しさ」は、苦手なことや
課題とされることから、自己肯定感や自尊感情が低下しないための指導の難しさを感じていると
いった内容である。「対人関係に対する指導の難しさ」の内容は、友達や異性との関係性におい
て生じるトラブルを回避するために、気持ちの不安定さや感情のコントロールを指導することや、
その実現のために個別指導の時間を取ることや計画することの難しさが特徴と言える。

総合考察
　本研究は、通常学級教員が生徒指導の難しさを感じるSEN児の特徴を検討するために、主たる
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困難とその内容を明らかにすることを目的とした。小・中学校の通常学級教員のうちSEN児の担
任経験者を対象とした調査から、思春期（小学校5年生～中学校3年生）では、「心理」に関わる
困難を抱えている児童生徒が、児童期に比べて多い傾向が見られた。また、生徒指導の難しさの
内容に関する自由記述をテキストマイニングによって分析した結果、以下のような内容が明らか
となった。
　児童期では、「学習能力・態度に対する指導の難しさ」と「行動・コミュニケーションに対す
る指導の難しさ」が見出された。具体的には、認知発達の遅れや偏り、授業の集中力や遂行の安
定性、動機づけの維持を促す指導や、仲間関係や集団活動において自己中心性や攻撃性を抑制し
たり、他者理解や指示理解を促したりする指導において難しさを感じていることが示唆された。
　他方、思春期は、「家庭生活に対する指導の難しさ」「学校生活に対する指導の難しさ」、「対人
関係に対する難しさ」に主な問題として抽出された。これらの問題に通底していることは、精神
的不安定さや自己肯定感と自尊感情の低下、感情のコントロールといった心理的問題に対する指
導の難しさを感じているところであろう。加えて、生活リズムの乱れや保護者への対応といった
家庭に関する指導の難しさが顕在化していることも特徴である。
　以上から、通常学級教員から見たSEN児の生徒指導の難しさは、児童期と思春期とでは相違が
あると推察できる。発達障害のある児童生徒に焦点を置いた研究によれば、児童期は、SEN児が
有する発達障害等の一次的障害が学習や集団活動、仲間関係における行動特性となって現れ、躓
きや失敗を繰り返してしまう者も多いことが指摘されている。それが、思春期になると、家庭や
学校、対人関係において苦手意識や挫折感を高める要因となり、心理的問題や精神的不安定といっ
た二次的障害へと発展していくことになる（例えば, 金生, 2015 ; 齋藤・池田, 2016）。
　本研究は、通常学級教員が、これらの内容を生徒指導上の難しさと捉えていることを確認でき
たことと、その具体的な内容を一定度明らかにできた点が成果と言えるだろう。特に思春期にお
ける指導の難しさについて、問題が学校から家庭へ、仲間に加えて異性へと広がるうえ、心理・
精神的状態が悪化するといった深刻さが加わっている現状が示唆された。このような問題に対す
る不適切な生徒指導は、生徒の心身の健康に取り返しのつかない影響を与えることもある。通常
学級教員は、児童生徒の心理的問題に対して特別支援教育の知識やカウンセリングの技法を習得
し、生徒指導に活かすことが望ましい。しかし、経験の少ない教員ほど、このような特別の配慮
に抵抗感を持つ傾向にあり、そのことが教員自身のメンタルヘルスに悪影響を与える可能性が指
摘されている（宮木, 2015）。それらの教員に対しては、SEN児の理解や指導に関する研修や相談
といったサポート体制の拡充による支援が必要である。
　本研究の結果は、特別支援教育に関心のある通常学級教員を対象とした間接データであること、
SEN児のサンプルが少ないことが主な問題点として指摘できる。また、指導によって、SEN児が
どのように変容したかといった詳細について踏み込めていない。これらの点を補完した分析を行
うことで、生徒指導の実態とより明確にできると考える。
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注1）知的発達の遅れはないが、発達障害が想定され、学習面や不注意又は多動性, 衝動性、対人
関係やこだわり等のいずれか又は複数の領域に著しい困難を示す小学生と中学生を指す（文部科
学省, 2012）。実際は、文部科学省の調査は、教員による評価であり、発達障害が中心であるもの
の、その周辺（軽度の知的障害や精神障害、親子関係の問題）の児童生徒も含まれていると推定
される。
注2）中井（2006）で採用された久田・千田・箕口（1989）による学生用ソーシャル・サポート
尺度の項目にある16場面から抜粋した。
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